
千葉市の地域包括ケア推進
～在宅医療・介護の連携について～

平成29年5月22日
第１２５回市町村職員を対象とするセミナー

千葉市地域包括ケア推進課
久保田健太郎
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市政施行 大正10年1月1日

政令指定都市移行 平成4年4月1日

平均気温 16.3℃

面積 271.76㎢

位置
東京都心まで 約40㎞
成田空港まで 約30㎞

人口 973,289人(H28.4現在）

世帯数 420,286世帯(H28.4現在)

生産年齢人口比率 63.0%（H28.3現在）

人口増加率 0.65%
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自己紹介

2002年 千葉市に入職（再開発事業を担当）

2006年 健康部病院事業室に異動（病院事業の経営管理を担当）

2009年 総務部職員研修室に異動（政策研究大学院大学に派遣）

NPO法人地域医療を育てる会に参加

2010年 病院事業室に異動

2011年 病院局経営企画課に異動

医療政策実践コミュニティ（HPAC）に参加

2013年 東京財団週末学校に参加

2015年 新設された地域包括ケア推進課に異動

在宅医療・介護連携推進事業や認知症施策を担当
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NPO法人 地域医療を育てる会
ミッション「対話する地域医療を育てる」
四つ葉は、医療・住民・行政・福祉の４分野を、ハート
は、こころを表します。
「４分野のこころがつながって、１つになってほしい」とい
う希望があります。

会員数：約20名
（医療従事者・会社員・自治体職員・主婦・大学教員など）

理事長：藤本晴枝
（厚生労働省の委員会等において市民代表委員を歴任）
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出所：厚生労働省
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出所：厚生労働省

医療や介護について
健康なうちから

「我が事」として考える
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千葉市中央区東千葉地区
○1970年代に造成された住宅街（約1,000戸）で、みんな一緒に年を重ねて、現
在の高齢化率は約40％。
○多くの住民は、都内の大企業などに勤めていた元千葉都民。
○10年前から、仲間づくりや助け合い活動（ハッピータウンの会）を活発に行っており、
近隣クリニックの医師との係わりの中で、自分たちの地域の医療について考える活動も
行っている。

東千葉住民・千葉大・千葉市の連携で始まる

『地域の和・輪・環の会』



千葉市中央区東千葉
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千葉市中央区東千葉
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千葉市中央区東千葉
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中央区東千葉地区の人口ピラミッドの推移
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ボランティア
活動が盛んと
なる。
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16「地域の和・輪・環の会」のこれまで

参加者：76名
「こんな風に見える東千葉地域～国勢調査
からみた人口動態」
「健康増進から見た地域の特徴」
「東千葉地区をブラタモリ？！」
「東千葉住民が抱く地域のイメージと願い～
住民アンケートより

スタート講座
（H27.9.27）

東千葉住民への「この地域への思い」
アンケート３２０枚配布。回収２６５枚

第3回懇談会
（H27.12.17）

会場：千葉医療センター
地域医療研修センター

参加者：129名
プログラム：
①東千葉地域の特徴と課題
②地域の和・輪・環の会のあゆみ
③私たちの企画書発表

参加者：48名
•グループワーク
＊この地域について思っていることを出し
合う。
＊その中から、今後の課題、進めていき
たいことをグループでまとめる。

第1回懇談会
（H27.10.15）

東千葉住民フォーラム
（H28.2.28）

第2回懇談会
（H27.11.26）

第４回懇談会
（H28.1.28）

参加者：54名
•グループワーク
＊第3回懇談会の続きとして、各グルー
プで、私たちの企画書の、背景となる
課題、具体的取り組み、について話し
合った。

具体化に向けて議論するテーマを参加
者以外にも周知し、それぞれのテーマ
についての意見を聞く。

地域で推進するテーマ
についてアンケートを実
施

プロジェクトごとに具体的
な取り組みを推進

参加者：48名
•グループワーク
＊関心のある推進テーマに分かれて、グ
ループ毎に具体化できそうなテーマを
議論。

参加者：44名
•グループワーク
＊各グループで選んだテーマをさらに深
堀し、具体化に向けて議論し、私たち
の企画書を作成。

第1回住民フォーラム
実行委員会（H28.1.21)

第2回住民フォーラム
実行委員会（H28.2.18)
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アンケート概要

（目的）
地域活動に取り組むにあたり、地域住民のこの地域に対する
意識を知る。
（実施者） ハッピータウンの会スタッフ12名
（期間） 平成27年9月1日～10日
（配布対象者と配布数）
東千葉１・２・３丁目の住民で、ハッピータウンの会会員、近所
の方、知り合いの方など320名
（回収数） 265名（回収率82.8％）
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この地域で暮らす上での不安・課題
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全体会
毎月第3木曜日

①元気
カフェ

③集会
所のフ
ル活用

②地域
団体
交流

④気軽に挨
拶できる街
づくり

⑤地域
情報誌

⑥若い
世代と
の交流

⑦在宅医
療・介護
を学ぶ

⑧困った
時の

相談窓口

高齢者のための
体力づくり

安心して
暮らす

地域住民の交流
を深める

全体会
「発表の場」＋「全体共有の場」

PJ連絡会議
メンバー：各PJのリーダー、

サブリーダー、会計、
事務局

目的：各PJの進行管理等

開催頻度：月1回

プロジェクト（PJ）の構成

リーダー、サブリーダー、
会計、メンバー

地域の和・輪・環の会の活動趣旨
私達の共通の願いは、
「住み慣れた地域で最後まで自分らしく暮らし続けたい」
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自分なりに体力に自信がついた、と思うことがある

自分なりに、困っている人の手助けをしている

教養を高めることができた、と思うことがある

自分なりに、社会の役に立つようなことをしている

自分なりに健康に自信がついた、と思うことがある

健康の維持につながった、と思うことがある

友人と楽しい時間を過ごせている

知的好奇心を満たすことができた、と思うことがある

何らかのグループ・組織・団体の役に立てたと思うことがある

自分が住んでいる地域の役に立てた、と思うことがある

自分にとって何か役に立ちそうなことを学ぶことができた、と思うことがある

友人とのつきあいに満足している

興味・関心があることを自分なりに学べている

一緒に何らかの活動をして楽しめるような、友人がいる

図１ 「わわわの会」へ参加してみて感じる満足度について n=44

とてもよくあてはまる ややあてはまる
どちらともいえない あまりあてはまらない
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東千葉「地域の輪・和・環の会」に参加して見えてきたこと
○住民・行政・大学とのパートナーシップ
→行政職員や医療介護専門職が身近にいることで、医療や介護に関する
取り組みも含め、住民メンバーは安心感を持って活動を進めることができた。
→地域づくり先進地との
○「地域課題とビジョンの共有」を「具体的な取り組み」につなげる
→お互いの意見を尊重しながら、到達点にたどり着くための「フォーマット」を用
意した。「プロジェクト」と「事務局」など、実行力のある取り組み体制が有用。
○活動のすそ野を広げる
→「通い封筒」により、参加しなかったメンバーにも情報を共有。
→お知らせやフォーラムで積極的に活動内容を発信。
○活動の見える化
→（住民主体の地域包括ケアとはの確認（２つの予防と貯金）、８つの
プロジェクト模式図）
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行政

地域包括ケアシステムの構築
ー最後まで地域で自分らしく生きることができる地域のシステム構築ー

大学

医療介護の連携・重度化予
防・終活

医療介護の連携・重度化予
防・終活

住民同士の支えあい・介護予
防（認知症予防）・健康増進
住民同士の支えあい・介護予
防（認知症予防）・健康増進

住民一人住民一人
ひとり
思うように
生きる

住民活動・
地域組織と
の連携

住民活動・
地域組織と
の連携

医療介護等
専門職連携
医療介護等
専門職連携
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出所：厚生労働省



24

出所：厚生労働省
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○市民、在宅医療・介護の関係者及び行政
のパートナシップを構築し、在宅医療の推進
及び在宅医療・ 介護連携を強力に推進する
ため、 在宅医 療及び介護に関わる資源
（施設）の量や機能を 詳細に把握し、市内
の在宅医療 ・介護関係者で情報を共有す
る。
○次期介護保険事業計画の策定を見据
え、日常圏域ニーズ調査とセットで委託した。
〇アンケート調査結果のほか、レセプトデータ
も活用し、現状把握や将来推計のプロセスを
医師会を始めとする関係団体と共有し、関係
者が納得できる在宅医療の将来推計を実
施する。

概要概要


